
２．都市交通の現状と課題

（１）人の動きの推移

（ 、 ） 、公共交通機関 鉄道 バス 利用及び自転車・徒歩の人の動きは

過去１２年間で減少している。一方、自動車利用は増加している。

昭和６２年から平成１１年の１２年間の人の動きの推移をみると、公共交通機関利用が

減少し、自転車・徒歩は、平日・休日ともに約３割と大きく減少している。一方、自動車

利用は、全国平均で増加している。

交通手段別１人あたりトリップ数（グロス）の推移（昭和６２年、平成４年、１１年）■
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徒歩・二輪
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出典：全国パーソントリップ調査



（２）移動距離の推移

移動距離は、昭和６２年から平成１１年までの間、平日・休日と

もに斬増傾向である。

全目的では、平日、休日ともに斬増傾向にある。三大都市圏の平日の通勤目的では、平

成１１年には前回調査（平成４年）よりも短くなっている。しかしながら、業務目的は、

都市規模によらず、増加する傾向にある。

平均トリップ長（移動距離）の推移（昭和６２年、平成４年、１１年）■
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出典：全国パーソントリップ調査



（３）交通手段分担

交通手段の自動車分担率は、年々高くなっており、公共交通（鉄

道、バス）の利便性の低い地方都市ほど高い。

① 人の移動に関して交通手段分担率の推移をみると、平日、休日ともに公共交通機関の

分担率が低くなり、自動車の分担率が高くなっている。

交通手段分担の推移■

出典：全国パーソントリップ調査

② 平日の自動車分担率は、東京、京阪神都市圏ではほとんどの都市で４０％未満である

が、地方都市圏ではほとんどが４０％以上である。

平成１１年全国調査による自動車分担率■

出典：全国パーソントリップ調査
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（４）鉄道利用の現状

三大都市圏の鉄道の利用率は、海外都市に比べて高い。これは、

、 。路線の整備が進んでおり 運行頻度が高いことが理由と考えられる

しかしながら、鉄道の混雑は諸外国の都市と比較すると依然高い。

① 平日１日に都心部に流入する交通手段を国際比較すると、東京は約８６％が鉄道利用

と諸外国の都市に比べて、飛び抜けて高い。

② この背景には、路線密度や運行頻度が高いことが考えられる。しかしながら、混雑率

は新線建設、複々線化といった鉄道整備や列車本数の増加、列車の長編成化等の輸送力

、 、 。が増加によって 改善されてきているが 海外諸都市と比較すると依然高い状況にある

東京とニューヨークの駅密度の比較 都市鉄道の主要区間の平均混雑率の国際比較■ ■

出典：森ビルＨＰ

鉄道の整備状況、信頼性、正確性の国際比較■

東京と海外都市における交通手段別の移動の比較■

東京市政調査会・訳「メトロポリスの都市交通」（1999年）

東京市政調査会・訳「メトロポリスの都市交通」（1999年）
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